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By Nick Bostrom
 at least one of the following propositions is true:
(1) the human species is very likely to go extinct before reaching a 
“posthuman” stage
 (2) any posthuman civilization is extremely unlikely to run a significant 
number of simulations of their evolutionary history (or variations thereof)
(3) we are almost certainly living in a computer simulation

"strong" anthropic principle:
the Universe (and hence the fundamental parameters on which it depends) 
must be such as to admit the creation of observers within it at some stage.

ARE YOU LIVING IN A COMPUTER SIMULATION?

 Philosophical Quarterly (2003) Vol. 53, No. 211, pp. 243-255.



・自然現象は普遍的な法則に従っていると信じる業界
-高校の数学（簡単な微積分、三角関数）を使います。
-法則=数式ではありません。どれだけわかりやすく可視化するか
が大事です。そこを重点的に扱います。

・因果的決定論を信じる業界（１９世紀まで）
-授業で扱うのは（ほとんど）決定論の範囲内です。
-現象前と現象後でどう変化しているかを考えるのがコツです。

物理とは・・・
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高校で学ぶ力学
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高校で学ぶ力学

重力による加速ってどんな感じ？
①落下距離に比例して速度が増加？
②落下時間に比例して速度が増加？



高校で学ぶ力学

①微小時間での変位を計算する。

②合計する。

Before

After

微小時間の変位
＝速度×微小時間
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変位

時間（秒）

x=Asin(ωt)の波の要素
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① ② ③ ④

周波数 f = 4 Hz

周期 T = 0.25 s π4
1

π4
3

位相：ωt

１秒に４回振動する波の場合

周期 T  :１周期にかかる時間

周波数 f  : 単位時間当たりの振動回数

角振動数 ω : 単位時間当たりの位相の変化

T=

w=2πf

f
1
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・天井から糸をつりさげて振り子をつくる

・振り子を使って３分を測る。
（グループの一人がストップウォッチで正解を測る）。

・一番正確に測れたチームが勝ち。

・事前に振り子の周期を測るのは禁止。計算から推測して
ください。

・結果を google form に入力 (https://goo.gl/MHQuan)。

振り子の実験



レポート課題
課題内容
・重力加速度を測定して、文献値と矛盾しないか調べる。
・手法は問いません。本授業で２つの手法を紹介しています。
提出方法
以下のようにデジタルと紙の二つの方法で提出してください。
・紙の提出：授業の前後（１２月２日に集めます）
・デジタル形式の提出：新ＩＳＴＵ上でのレポート提出
*形式は pdf,docx,doc 等。それ以外は要相談。
*手書きの場合はスキャンした上でアップロードしてください。マルチ
メディア棟に１台スキャナがあります。
提出期限
１２月２日の授業開始時
（出席できない場合は相談してください）
＊レポートは匿名の上で学内外で公開することがあります。



レポート課題（評価方法）
体裁（１０点）
- 適切なレポート形式（ホチキス止め、レポート用紙等）になっている。
-構成（目的、原理、準備、方法、結果、考察、参考文献）が十分。
-各項目の見出しや図解など、読みやすさの工夫。
- 単位忘れ等がない、有効数字が留意されている。
- 文章表現が適切（現在形 or 過去形といった語尾、接続詞、主語等）。
実験（１０点）
- レポートを元に同じ実験ができる程度に正確に方法が記載されている。
- 安全に十分留意した実験になっている。
- 実験装置の構成が目的に対して適切。
- 仮説検証に必要な適切な測定回数で実験している。
解析（１０点）
- 測定結果から正確に目的の物理量を計算している。
- 統計的な不確かさ及び系統的な不確かさを適切に見積もれている。
-仮説に対して適切な結論が書かれている。それを支える考察が十分ある。



レポート課題（SLA について）



・スペクトルを使ったアクティビティを行います。waterfall 形式
でスペクトルをみれるアプリが必要になります。
スマートフォンを持っている場合は以下のアプリを事前にイン
ストールして、使えるようにしておいてください。（ない人は大
丈夫です）
・iphone
SpectrumView（https://goo.gl/kEb5UK）
・android
Sound Analyzer PRO（https://goo.gl/hgYTht）

次回の予告



・音波の応用事例としてエコーをレンタルして遊びます。
・検査技師に来てもらい、普段では試せないことをいろいろでき
ればと思っています。（リクエストがあればアンケートで）

次々回の予告






